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火災年報[1]によると，静電気放電が着火源となった火災は毎年 100 件ほど報告されている．ま

た，工場などでは，原料（粉体，ペレット，液体，粉砕されたもの）などの輸送に伴う摩擦で静

電気が発生し，その火花放電が原因となって火災や爆発が起こり，労働者が災害に巻き込まれた

り，周辺地域にまで損害を与えたりするケースが報告されている[2]．このような災害を防止する

ために，静電気放電の根源となる摩擦電気の発生に着目し，配管等で用いられる導電性の金属（ス

テンレス）と原料などで用いられる絶縁性樹脂（PET）の摩擦を真空中と気体中で行い，摩擦に

よる電荷分離と放電による帯電緩和を定量的に測定し，静電気発生の原因や抑制方法の研究を行

っている． 

摩擦実験では，回転するディスク状の樹脂試料（PET など）にピン状の試料（ステンレスなど

の金属）を押し付けるピンオンディスク式摩擦試験法を用いる．摩擦は真空チェンバー内で行い，

気体の種類や圧力を制御できる．接触部分を顕微鏡で拡大して CCD カメラで撮影し，接触面積を

正確に測定した．摩擦で発生した静電気は金属試料に接続したエレクトロメーターで測定する． 

真空中で摩擦実験を行うことで，摩擦で最初に発生する，つまり本来の接触面積あたりの電荷

分離量を正確に測定できる．気体中で実験すると，接触点の近くのマイクロギャップで気体放電

が起き，電荷分離の一部が緩和するため，帯電量は電荷分離量よりも小さくなる． 

これまでの研究により，ステンレスと PET の摩擦では，PET 表面の電荷分離の密度は約-5×10-4 

C/m2 となった．また，空気中では放電緩和が起きて，正味の帯電量は真空中の値の 1/5 から 1/10

程度になることが分かった [3]． 

一方で，ダイヤモンドとサファイヤをネオンガス中で摩擦すると，マイクロギャップ放電によ

って，正味の帯電量はさらに小さくなり，1/100 以下に減少した[4]． 

本研究では，金属と樹脂材料の摩擦において，マイクロギャップ放電の帯電緩和効果の気体種

（窒素，希ガス，乾燥空気）による違いを実験で詳しく調べる． 

本研究は科研費(25350489)の助成を受けて行っている． 
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